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対日理解促進交流プログラム JENESYS2019 ASEAN招へい第 17陣の記録 

 テーマ：スポーツ交流（柔道），対象国：ブルネイ  

 

 

１．プログラム概要 

JENESYS2019の一環として，ブルネイより高校生以上・大学生等 17名が，2020年 1

月 21日～1月 29日の 8泊 9日の日程で来日し，「スポーツ交流（柔道）」をテーマとした

プログラムに参加しました。一行は，東京都内でオリンピックミュージアム及び刀剣博物

館，日本体育大学等を視察したほか，講道館にて柔道について学び，日本の柔道競技者と

の交流を行いました。神奈川県では，大本山總持寺での日本文化体験を通じ，日本に対す

る理解を深めました。また，大阪府では，大学や大阪講道館にて柔道を通じて日本の学生

との交流を行い，ホームステイで地域の住民と交流を深めることにより日本人と日本文化

についての関心を高めました。一行はプログラム中，日本の柔道に対する理解を促進する

とともに，さまざまな交流を通じ日本・ブルネイ間の交流を深め，各々の関心事項や体験

について SNS を通じて対外発信を行いました。また，帰国前の報告会では, 訪日経験を

活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について，発表しました。 

 

 

２．日程 

1月 21日（火） 

－ 訪日 

－【文化視察】成田山新勝寺，皇居 

－ オリエンテーション 

－【文化視察】東京タワー 

 

1月 22日（水） 

－【講義】日本アセアンセンター（テーマ：日本の外交） 

－【講義・視察】講道館（テーマ：柔道の歴史） 

－【スポーツ交流】講道館（練習） 

 

1月 23日（木） 

－【文化視察】刀剣博物館 

－ 東京都から大阪府へ移動 

－【視察】株式会社九櫻 

 

1月 24日（金） 

－【文化視察】大阪城 

－【参観】道頓堀 

－【学校交流】摂南大学 
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1月 25日（土） 

－【スポーツ交流】大阪中学校体育連盟との練習 

－ ホームステイ（大阪市） 

 

1日 26日（日） 

－ ホームステイ（大阪市） 

－ 大阪府から東京都へ移動 

 

1月 27日（月） 

－【文化体験】大本山總持寺 

－【視察】日本体育大学 

－【文化視察】浅草寺 

 

1月 28日（火） 

－【視察】オリンピックミュージアム 

－ ワークショップ 

－ 成果報告会 

 

1月 29日（水） 

－ 離日 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

1 月 21 日【オリエンテーション】 
1 月 22 日【講義】 

日本アセアンセンター 
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1 月 22 日【スポーツ交流】 

講道館（柔道） 

1 月 23 日【文化視察】 

刀剣博物館 

  

1 月 23 日【視察】 

株式会社九櫻 

1 月 24 日【学校交流】 

摂南大学 

  

1 月 25 日【スポーツ交流】 

大阪中学校体育連盟との練習 

1 月 25 日【ホームステイ】 

ホストファミリーとの対面 
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1 月 27 日【文化体験】 

大本山總持寺 

1 月 27 日【視察】 

日本体育大学 

  

1 月 28 日【視察】 

オリンピックミュージアム 
1 月 28 日【成果報告会】 

 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 学生 

見識や情報を得る機会があり，実りのある研修・国際交流だった。日本の文化や歴史，特

に柔道に関して多く学べたことは嬉しかった。日本において，交通の発達やアクセスの良

さ，整備された都市や街，最先端技術の観点から日本とブルネイ，両国の違いが多くあっ

た。ブルネイも日本のように発展することを願っている。ブルネイで，柔道に対し，より

関心と理解を深めてもらいたいと思っている。同様に，日本の行儀作法やマナーも学んで

もらいたい。帰国したら，もっと日本語を勉強する機会を楽しみにしている。 

 

◆ 学生 

寒い季節は得意でないのですが，初めての訪日は楽しかったです。プログラム中に訪問し

た場所はどこも素晴らしく，学ぶことや見るべきことがまだまだたくさんあり，もっと長

く日本にいたいと思いました。一番興味深かったのはホームステイです。日本の家族の一

員になれて，食事や挨拶のマナーなどを学んだりできて良かったです。次に良かったのは

日本体育大学を訪問したことで，ブルネイの大学と比較することができました。私は自分

の大学の学生委員会に所属していますが，ブルネイ日本友好協会（BJFA）という組織があ
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るので，彼らと協力して日本文化を紹介するような活動をしていきたいです。 

 

 

５．受け入れ側の感想（抜粋） 

◆ 摂南大学 

今回，主に本学の柔道部との交流がメインでしたが，ブルネイ訪日団の皆様を受入するに

あたり，本学の学生にとっても大変貴重な経験となりました。今後もスポーツや文化等を

通して交流ができるプログラムがあれば，是非参加させていただきたいと思います。訪日

団の皆様は，柔道部との交流だけでなく何事に対しても熱心で，学生ともすぐに打ち解け

ることのできるような積極的な方ばかりでした。メインの柔道部との交流も楽しんで頂け

たようで，終始賑やかな雰囲気でした。 

 

 

６. 参加者の対外発信 

  

東 京 ス カ イ ツ リ ー に つ い て 発 信

（Instagram） 

Tokyo Skytree - 世界一高い展望台と建

造物 

大阪講道館について発信（Instagram） 

柔道の寝技と乱取りの練習 
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オリンピックミュージアムについて発信 

（Facebook）素晴らしい経験！ 

浅草・雷門について発信（Instagram） 

 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

 

 

 

 

①日本についての展示会を行う。（通路

に日本の街中の写真を展示し，着物の

着付けをして写真撮影を行う。日本の

料理や作り方の紹介をする。日本の最

新技術の紹介をする。） 

②スクール・ロードショーを行う。 

③週末のファミリーデイ等のイベントで

①ブルネイの学生に柔道を紹介し，興味を

持ってもらう。 

②SNSで今回の JENESYSで経験した内容

を発信し，家族や友人を通して口コミで

柔道を広める。 

③日本との関係を保つために，摂南大学等

日本の体育関係の大学と柔道交流を行
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日本を紹介する。 

④SNS で発信をする。 

う。日本から柔道の指導者等をブルネイ

のスポーツスクールに招待する。 

④帰国後，柔道や日本のプロモーションビ

デオを作成する。 

 

事業実施団体：株式会社 JTB 


